


○医療・福祉・商業等の生活サービスの維持が
困難に
○公共交通ネットワークの縮小・サース水準の
低下

■ 地域経済の衰退

■ 都市の生活を支える機能の低下

○地域の産業の停滞、企業の撤退
○中心市街地の衰退、低未利用地や空き店舗
の増加

○社会保障費の増加
○インフラの老朽化への対応

■ 厳しい財政状況












コンパクトシティ

＋
ネットワーク




中心拠点や生活拠点が
利便性の高い公共交通で結ばれた
多極ネットワーク型コンパクトシティ

地域内での消費・投資の好循環の実現

財政面でも持続可能な都市経営

カーボンニュートラルな都市構造の実現

○ 人口減少・高齢者の増加
○ 拡散した市街地
○ 頻発・激甚化する自然災害

コンパクトシティ化による効果の例

生活利便性の維持・向上等

地域経済の活性化

行政コストの削減等

地球環境への負荷の低減

都市が抱える課題

■ 都市部での甚大な災害発生

○被害額の増加、都市機能の喪失



災害に強い防災まちづくりの実現

居住地の安全性強化
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都市構造上の問題点・課題の整理 以下の表のとおり、①～⑥の項目に示す各種基礎的データを収集し、都市の現状について整理した。
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都市構造の基本的な方向性
本計画では、都市計画マスタープランのもと、本市の都市構造上の課題を解決していくため、将来都市構造に関する基本的な方向性を次の通り設定。

方針１ 多様な都市機能を提供す
る中心拠点等の維持

○都市の魅力向上による定
住促進、人口の維持
○空き家の利用促進

○低未利用地の有効活
用等による都市機能
の集約

○居住及び都市機能の
集積による生産性向
上

○効果的な都市施設の
配置による、生活利
便性の向上

○利便性の高い公共交
通ネットワークの形成

○災害リスクの低減・回
避による市民の安全
性の確保

方針２ 持続可能な公共交通
ネットワークを活用した利便性
の高い市民生活の確保

方針３ 各地域生活拠点の居住及
び市民サービスの維持に配慮した
区域設定など施策の実施
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誘導区域の設定にあたり、市内の拠点性や生活
利便性を表す「拠点レベル※」を定量的に算出し
ます。

・「将来人口分布（令和32(2050)年）」、
「都市機能（商業・医療・福祉・文化・行
政・避難）施設へのアクセス性」、「公共交
通（駅・バス停）へのアクセス性」の３つの
指標化を用います。

・「将来人口分布（令和32(2050)年）」
は、100mメッシュあたりの人口の値から、
「都市機能（商業・医療・福祉・文化・行
政・避難）施設へのアクセス性」、「公共交
通（駅・バス停）へのアクセス性」は、施設
の重要度や機能性に応じ点数を配分し、
100mメッシュからの徒歩圏（都市機能
（避難以外）と公共交通（駅）は
800m、都市機能（避難）は500m、公
共交通（バス停）は300m）に含まれる
施設数の合計値から、それぞれ3つの指標
を偏差値化し、それらを合計した数値を「拠
点レベル※」として算出します。
※一般的な用語ではなく独自に設定した用
語

5



拠点レベルが高くかつ
商業系用途地域周辺

拠点レベルの色合いが
概ね暖色系から寒色系に変わる範囲

都市機能の誘導を目指す範囲

居住の誘導を目指す範囲

➣ ➣ ➣

鳥取市役所

鳥取市役所駅南庁舎

国府町総合支所

鳥取市役所

駅南庁舎

国府町総合支所
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ベースエリアとなる拠点レベルの色合いが、概
ね暖色系から寒色系に変わる範囲

福部町総合支所

河原町総合支所

気高町総合支所

青谷町総合支所

鹿野町総合支所

用瀬町総合支所

佐治町総合支所
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